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本書の使い方 
 

本書は株式会社オプロが提供する「D3Worker」の操作マニュアルです。 

 

本書をご利用いただくことで、D3Workerの概要と設定の流れを理解し、さらに帳票テンプレートとワークの設定、CSVを組

み合わせて自動で切り替えて配送するなど様々な連携ができるようになることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書の表記 
 

本書では、次の表記で記載しています。 

 

表記方法 内容 

注意 操作上の注意事項について記載しています。 

Point 操作するうえで知っていると便利なポイントについて記載しています。 

参照 本書における参照先を記載しています。 

［  ］ ボタン名やタブ名、キーボードのキーなどの表記で使用します。 

「  」 システム名、メニュー名、画面名、項目名、参照先などの表記で使用します。 

{  } 条件によって異なる名称や文字列が入る可変値の表記で使用します。 
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 1. はじめに 
D3Worker の利用条件と利用環境、注意事項について説明します。 

 

 

 

1.1 利用条件 

D3Worker の利用条件と受け渡し可能なデータ形式、データ容量の制限について説明します。 

 

 ご利用の前に 

D3Workerは、次の URLで公開している「OPROARTS提供条項」に同意していただいた場合のみご利用できます。 

http://www.opro.net/support/agreement/oproarts_agreement.html 

 

 データ形式 

D3Worker とサービス間でデータの受け渡しが可能なデータ形式は次のとおりです。 

 

◼ D3Worker が受付可能なデータ形式 

項目 説明 

ファイル形式 CSV のみ（TSV不可） 

文字コード UTF-8、またはシフト JIS 

ファイル数 1 リクエストで利用可能な CSV は 1 ファイルまで 

 

Point  上記以外のデータを入力ファイルとして取り扱いたい場合は、別途ご相談ください。 

 

◼ D3Worker から引き渡し可能なデータ形式 

後続処理へ CSV を引き渡し可能なサービスの場合、次の形式でサービスへ引き渡されます。 

 

項目 説明 

ファイル形式 D3Worker に CSVでインプットされた場合、CSV形式で出力 

ファイルフォーマット データ連携される CSV フォーマットは、内部処理で RFC4180 に準拠した CSV として出力 

ファイルの項目名 ワークの「文書とデータのマッピング」で設定した項目名をレコードの先頭に付与 

 

http://www.opro.net/support/agreement/oproarts_agreement.html
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 データ容量 

D3Worker では、1回のリクエストで指定できるデータのデータ容量は、お客様のご契約内容によって制限があります。 

ライセンスごとのデータ容量制限は以下のとおりです。 

 

機能 Bronze Silver Gold Enterprise 

1 リクエストの受付データ容量（最大） 20MB 100MB 

同時処理数 1 10 

 

1.2 利用環境 

D3Workerは、通常、本番環境のみのご提供です。 

ただし、ご契約内容によっては、以下の例のように複数の環境をご提供させていただく場合がございます。 

 

例： 

・ドキュメント出力のサービスを共通化することでカウント対象を一元管理し、配送用マスタを個別の環境に設定する。 

・当社がご提供する帳票作成サービスをご契約で、当社が帳票を作成する場合は、テスト用としてドキュメント出力の環境 

 を別途設定する。 

 

また、D3Worker ではマスタの設定環境と処理結果を確認する環境、およびデータアップロードのリクエストを行う環境が

URLで提供されます。それぞれ該当する URL に接続し、操作します。 

 

Point  VPN環境や Private をご契約の場合は、別のドメインでのご提供となる場合もあります。 

 

 マスタの設定 

マスタの設定を行う際には次の URLにアクセスします。 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/ 

 

Point  「お客様用テナント」とは、お客様ごとに当社がご提供するD3Worker の環境です。 

「お客様用テナント」には、英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 

「OPROARTS提供条項」の第 5条 2項で定める返金規定の対象となります。 

 

 処理結果の確認 

処理結果を確認する際には次の URL にアクセスします。 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/history/ 

 

Point  「お客様用テナント」とは、お客様ごとに当社がご提供するD3Worker の環境です。 

「お客様用テナント」には、英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 
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 データアップロード 

D3Worker へのデータップロードをリクエストする際には次の URL にアクセスします。 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/al/facade/upload.html 

 

Point  「お客様用テナント」とは、お客様ごとに当社がご提供するD3Worker の環境です。 

「お客様用テナント」には、英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 

 サポートサイト 

製品に関する FAQの検索や直接お問い合わせを受ける、サポートサイトを用意しています。 

 

サポートサイトのご利用方法については、次の URL を参照してください。 

https://www2.opro.net/jp_arts/HowToUseOPSS_arts.pdf 

 

Point  ご利用の際に必要な「CID」と「パスワード」は、担当者宛てにメールにてお知らせします。 

※担当者とは、ご契約時に記入いただく「ライセンス登録用紙」に記入された方になります。 

 

 

 

https://www2.opro.net/jp_arts/HowToUseOPSS_arts.pdf


 

8 

 2. D3Worker でできること 
D3Worker の機能概要と連携可能なサービス、連携例について説明します。 

 

 

 

2.1 機能概要 

D3Workerは大量データの処理を自動化するマルチクラウド基盤です。 

プログラミングの知識がなくても、設定することによりデータを簡単に仕分けし、文書化することができます。 

文書化されたデータはメールや FAXで配信するだけではなく、ストレージサービスに保管し、電子配信サービスや 

電子契約サービスに送ることもできます。 

 

 
 

2.2 連携方法 

D3Worker で想定される連携方法について例をあげて説明します。 

 

◼ 手動アップロード（Web 画面）から文書を配信する 

D3Workerは、標準でWebでのアップロード画面を提供しています。 

アップロードを行う CSVのレイアウトや出力対象のサービスが決まっている場合は、この画面から CSV ファイルと 

処理対象のワーク名を指定するだけで、連携できます。 

 

◼ ViewFramer と連携して文書を配信する 

当社が提供している ViewFramer との連携を行うと、プログラミングをすることなく Salesforceや kintoneなどのクラウド 

システムと連携できます。 

開発コストや開発期間を大幅に短縮でき、後から設定を変更することもできます。 

 

［参照］ViewFramer の設定方法については、「ViewFramer ファーストステップ」を参照してください。 
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◼ Web アプリケーション（Prime アプリ）と連携して文書を配信する 

当社がWeb アプリケーションの開発を行うことにより、非常に高度なデータ取得や、他システムとの連携、絞り込み、 

大量データに対応できます。 

 

◼ WebAPI を利用して文書を配信する 

D3Worker で提供しているWebAPI へリクエストすることで、各種基幹システムや独自のクラウドシステム、 

Web アプリケーションとの連携ができます。 
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 3. 設定の流れ 
D3Worker を利用するために、「サービス」「エンベロープ」「ワーク」を設定します。 

各設定の流れや画面について説明します。 

 

 

3.1 ログイン・ログアウト 

D3Worker設定画面へのログインとログアウトの手順を説明します。 

 

◼ ログイン 

 D3Worker ログイン用 URLへアクセスします。 

URL： 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/ 

※{お客様用テナント}：お客様ごとに英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 OPRPARTS認証情報「UID」「UPW」を入力し、［ログイン］ボタンをクリックします。 

 

 

Point  OPROARTS 認証情報は、契約時に当社が発行し、メールにて送付したテキストファイルをご確認くださ

い。 
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 D3Worker の設定画面が表示されます。 

 

 

◼ ログアウト 

 D3Worker の設定画面最上部の［ログアウト］をクリックします。 
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3.2 サービス・エンベロープ・ワークとは 

以下の順番で設定します。 

 

◼ 設定の流れ 

①サービスの設定（利用する機能の設定） 

利用する機能の設定をします。 

メール配信やOPROARTSでの文書生成など、それぞれの機能のことをサービスと呼びます。 

 

②エンベロープの設定（処理の設定） 

作成したサービスを 1つの処理にまとめます。 

エンベロープとは、1回の処理で利用するサービスをひとまとめにした処理の単位です。 

 

例： 

OPROARTSで生成した文書をメール配信する場合には、エンベロープで OPROARTSサービスとメールサービスを 

選択します。 

 

③ワークの設定（データ定義と処理のマッピング） 

D3Workerは、データを取得し、その内容に従って様々なサービスと連携して動作します。 

この一連の動作を記述するのがワークです。 

 

 
 

◼ 処理の流れ 

1. D3Worker は、ワークと CSV を指定してリクエストすることで動作します。 

2. ワークが CSVを受け取り、文書へのマッピングと使用するエンベロープを選別します。 

3. エンベロープに設定されているサービスに従って、文書の生成や配送を行います。 

 

①サービスの 

設定 

②エンベロープの 

設定 

③ワークの 

設定 

・ 利用する機能の設定 

・ 処理の設定 

・ データ定義と 
処理のマッピング 

・  
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3.3 サービスの設定 

サービスは、使いたい機能を設定する単位です。サービスタイプには、「文書化」「保管」「配送」の 3つがあります。 
 

サービスタイプ 説明 

文書化サービス ファイルを提供するサービス。 

OPROARTS サービス、アップロードサービスなど。 

保管サービス 文書化サービスが返したファイルを保管するサービス。 

ファイルの取り出しや削除を行います。 

配送サービス 文書化サービスが返したファイルを配送するサービス。 

FAX サービスやメールサービスなど。 

 

標準で利用できる主なサービスは以下のとおりです。 
 

サービス名 
サービスタイプ 

参照先 
文書化 保管 配送 

OPROARTS 〇   3.3.1 OPROARTS を設定する 

Cloud Print   〇  

メール送信（SMTP）   〇 3.3.2 メール送信（SMTP）を設定する 

FTP [配送]   〇  

Salesforce Files [配送]   〇  

Salesforce Files [文書化] 〇    

kintone [保管]  〇   

kintone [配送]   〇  

kintone [文書化] 〇    

アップロード文書 〇    

 

その他のサービスや設定方法は、当社の TECH コラムを参照してください。 

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360021620194 

 

 

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360021620194


｜ 3.設定の流れ ｜ 3.3.サービスの設定 ｜ 

14 

 OPROARTS を設定する 

D3Worker の文書化サービスとして、OPROARTS を利用する際のサービス設定を説明します。 

操作の流れは次のとおりです。 

 D3Worker へログインします。 

 サービスを定義します。［サービス］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 画面左にある「サービスタイプの選択」に、利用できるサービスが表示されます。 

「OPROARTS」の［選択］をクリックします。 

 
 

注意  ご契約内容によって「サービスタイプの選択」に表示されるサービスが異なります。 
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 画面右にある「サービスの設定」で次の項目を設定し、［接続の確認］ボタンをクリックします。 

 
 

Point  サービスタイプを選択するとタイトルがグレーになります。「サービスの設定」画面には、選択したサービス用の

設定画面が表示されます。 

 

項目名 
入力
必須 

説明 

名称 〇 サービス名称（ユニークな任意の名称）を入力します。 

メモ - 必要に応じて、簡単なメモを入力します。 

基本情報 

URL 〇 次の URL を入力します。 

「https://www.oproarts.com/Facade」 

 

タイムアウトは次のとおり初期値が設定されています。変更したい場合は、修正します。 

・接続時のタイムアウト：30秒 

・読み込み時のタイムアウト：300秒 
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項目名 
入力
必須 

説明 

リクエスト内容 

UID 〇 契約時に当社が発行し、メールにて送付した OPROARTS認証情報を入力します。 

 

UPW 〇 

ファイル形式 〇 出力するファイルの形式を次のいずれかから選択します。 

「PDF」 「OPR」 「ODP」 「Excel」 

「Excel（Document Designer for Office）」 

「Word（Document Designer for Office）」 

 

Point  OPROARTS サービスの設定内容が正しい場合、［接続の確認］ボタンをクリックすると、「接続に成功

しました。」というポップアップメッセージが表示されます。 
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 設定内容に問題がないことを確認し、［保存］ボタンをクリックします。サービスの設定は完了です。 

 

 

 メール送信（SMTP）を設定する 

D3worker の「メール送信」サービスの設定方法は次のとおりです。 

 D3Worker へログインします。 

 サービスを定義します。［サービス］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 
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 画面左にある「サービスタイプの選択」から「メール送信」の［選択］をクリックします。 

 

 

注意  ご契約内容によって「サービスタイプの選択」に表示されるサービスが異なります。 
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 画面右にある「サービスの設定」で次の項目を設定し、［接続の確認］ボタンをクリックします。 

 
 

Point  サービスタイプを選択するとタイトルがグレーになります。「サービスの設定」画面には、選択したサービス用の

設定画面が表示されます。 

 

項目名 
入力
必須 

説明 

名称 〇 サービス名称（ユニークな任意の名称）を入力します。 

メモ - 必要に応じて、簡単なメモを入力します。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

SMTP サーバー 

サーバー 〇 連携する SMTP サーバーの URL を入力します。 

ポート 〇 サーバーのポート番号を入力し、暗号化方式を次のいずれかから選択します。 

「暗号化なし」 「SSL」 「STARTTLS」 

 

認証 〇 認証が必要な場合は、「認証」にチェックを付けます。 

ユーザ名 ：ユーザアカウント名称を入力します。 

パスワード：ユーザアカウントに紐づくパスワードを入力します。 

メールの内容 

エンコード - 送信するメールの文字コードを次のいずれかから選択します。 

「UTF-8」 「JIS（ISO-2022-JP）」 

To 〇 宛先を入力します。 

Cc - Cc の宛先を入力します。 

Bcc - Bcc の宛先を入力します。 

From 〇 発信元を入力します。 

 

「EnvelopeFrom」にも「From」と同じアドレスを使用する場合は、 

「From を EnvelopeFrom に用いる」にチェックを付けます。 

Reply-To - 発信元で指定していないアドレスを返信時に設定したい場合、そのアドレスを入力します。 

件名 〇 メールの件名を入力します。 

本文 〇 メールの本文を入力します。 

添付ファイル 

文書の添付 〇 文書の添付有無を選択します。 

 

・する ：文書が添付されます。 

・しない：文書は添付されません。 

文書データの添付 〇 文書データの添付有無を選択します。 

 

・する ：文書データが添付されます。 

・しない：文書データは添付されません。 

添付ファイルの ZIP 〇 添付ファイルの ZIP化有無を選択します。 

 

・する ：添付ファイルが ZIP化されます。 

・しない：添付ファイルは ZIP化されません。 

ZIPパスワード - ZIP ファイルを開くためのパスワードを入力します。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

ZIPパスワードの通知 

通知メール 〇 ZIPパスワード通知メールの送信有無を選択します。 

 

・送信する ：ZIPパスワード通知メールが送信されます。 

・送信しない：ZIPパスワード通知メールは送信されません。 

件名 - ZIPパスワード通知メールの件名を入力します。 

本文 - ZIPパスワード通知メールの本文を入力します。 

 

Point  SMTP サーバーの設定が正しい場合、［接続の確認］ボタンをクリックすると、「接続に成功しました。」と

いうポップアップメッセージが表示されます。 
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 設定内容に問題がないことを確認し、［保存］ボタンをクリックします。サービスの設定は完了です。 
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3.4 エンベロープの設定 

エンベロープでは、作成したサービスを 1つの処理としてまとめます。 

次の設定タブがあります。 
 

設定タブ 説明 

基本情報 エンベロープ名とメモ、件名を入力します。 

属性 ここで入力した属性の情報が実行履歴に表示され、実行状況を確認することができます。 

文書化サービス エンベロープで利用する文書化サービスを選択します。 

保管サービス エンベロープで利用する保管サービスを選択します。 

配送サービス エンベロープで利用する配送サービスを選択します。 

 

Point  エンベロープの設定タブのうち、「属性」「文書化サービス」「配送サービス」では、「エンベロープパラメータ」

を設定することが可能です。 

 「エンベロープパラメータ」を設定することで、設定した項目の値を動的に変更することが可能です。 

 エンベロープパラメータの設定例については、「3.4 エンベロープの設定」最終ページの Point を参照してく

ださい。 

 

ここでは「PDFファイルをメール送信する」という処理を例として、「文書化サービス」には「OPROARTS」、「配送サービス」に

は「メール送信」を選択したエンベロープを作成する手順を説明します。 

 D3Worker へログインします。 

 エンベロープを定義します。［エンベロープ］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 ［基本］タブへ切り替わります。次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 エンベロープ名称（ユニークとな任意の名称）を入力します。 

メモ - 必要に応じて、簡単なメモを入力します。 
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項目名 
入力 

必須 
説明 

件名 - 一連の処理が識別できる件名を入力します。 

ここで入力した件名の情報が実行履歴に表示され、実行状況を確認することができます。 

 ［属性］タブをクリックします。属性の設定画面が表示されます。次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

属性 1～属性 5 - ここで入力した属性の情報が実行履歴に表示され、実行状況を確認することができます。 

 ［文書化サービス］タブをクリックします。画面左にある「文書化サービスの選択」に、利用できるサービスが表示

されます。 

 

 「OPROARTS」の［選択］をクリックします。 
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 画面右にある「選択済みの文書化サービス」で次の項目を設定します。 

 
 

Point  文書化サービスを選択するとタイトルがグレーになります。「選択済みの文書化サービス」画面には、選択し

たサービス用の設定画面が表示されます。 

 

項目名 
入力
必須 

説明 

基本情報 

URL 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

リクエスト内容 

UID 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

UPW 〇 

ファイル形式 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

ファイル形式を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

「PDF」 「OPR」 「ODP」 「Excel」 

「Excel（Document Designer for Office）」 

「Word（Document Designer for Office）」 

「指定値」 
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 ［配送サービス］タブをクリックします。画面左にある「配送サービスの選択」に、利用できるサービスが表示されま

す。 

 

 「メール送信」の［追加］をクリックします。 
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 画面右の「選択済みの配送サービス」で次の項目を設定し、［保存］ボタンをクリックします。 

エンベロープの設定は完了です。 

 
 

Point  配送サービスを選択するとタイトルがグレーになります。「選択済みの配送サービス」画面には、選択したサ

ービス用の設定画面が表示されます。 

 

項目名 
入力
必須 

説明 

メールの内容 

エンコード - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

文字コードの定義を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

「UTF-8」 「JIS（ISO-2022-JP）」 

To 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に宛先を切り替えることができます。 

※設定例は、後続の Point で記載しています。 

Cc - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に Cc の宛先を切り替えることができます。 

Bcc - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に Bcc の宛先を切り替えることができます。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

From 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に発信元を切り替えることができます。 

Reply-To - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に返信先を切り替えることができます。 

件名 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に件名を切り替えることができます。 

本文 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に本文を切り替えることができます。 

添付ファイル 

文書の添付 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

設定を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

 

・する ：文書が添付されます。 

・しない：文章は添付されません。 

文書データの添付 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

設定を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

 

・する ：文書データが添付されます。 

・しない：文章データは添付されません。 

添付ファイルの ZIP 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

設定を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

 

・する ：添付ファイルが ZIP化されます。 

・しない：添付ファイルは ZIP化されません。 

ZIPパスワード - ZIP ファイルを開くためのパスワードを入力します。 

ZIPパスワードの通知 

通知メール 〇 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

設定を変更する場合は、次のいずれかから選択します。 

 

・送信する ：ZIPパスワード通知メールが送信されます。 

・送信しない：ZIPパスワード通知メールは送信されません。 

件名 - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に件名を切り替えることができます。 

本文 - 初期値で、「サービスの設定を用いる」と設定されています。 

［編集］ボタンをクリックして、動的に本文を切り替えることができます。 

 

Point  1 つのエンベロープで、「配送サービス」は複数選択できます。 
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Point  「配送サービス」に「エンベロープパラメータ」を指定して、データの内容やリクエストパラメータに指定した値に

よって、動的に処理を振り分けられます。 

例： 

「配送サービス」の「メール送信」で、「To」にサービスの設定ではなく、エンベロープパラメータ：{To}を指定

して、メール送信先を切り替えます。 

 

1. エンベロープの設定 

■「配送サービス」タブの設定画面 

 

2. ワークの設定 

■「データソース」タブの設定画面 

 

■「エンベロープ」タブの設定画面 

 

「To」の［編集］をクリックします。 

設定変更画面が表示されます。 

データソース： 
「宛先」を 

ダブルクリックします。 

エンベロープパラメータ{To}： 
[宛先] と入力されるので、

［OK］をクリックします。 

 

エンベロープパラメータの値に

[宛先] と入力されます。 

フィールド名： 

エンベロープパラメータで指定した

{To}の値を受け取るフィールド名

「宛先」を入力します。 

 

「To」の［編集］をクリックします。 

設定変更のポップアップが表示されます。 

エンベロープパラメータ： 
「新規パラメータ」を 

ダブルクリックします。 
To：{To}と入力し［OK］を

クリックします。 

 

「To」に{To}と入力されます。 
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3.5 ワークの設定 

ワークでは、データを受け取り、その内容に従ってサービスを実行する一連の動作を設定します。 

次の設定タブがあります。 
 

設定タブ 説明 

基本 ワーク名とメモ、件名を入力します。 

データソース データソースのフィールドを指定します。 

CSV を参照して、フィールドを一括登録することもできます。 

エンベロープ データソースで入力したフィールド名のうち、キーとなる項目を選択します。 

ここで選択した項目で後続のエンベロープへ引き渡すデータが分割されます。 

文書とデータのマッピング 帳票テンプレートとデータソースをマッピングします。 

 

OPROARTS のWebデザイナー「Live」などで作成したテンプレートを利用する場合、設定します。 

アップロード文書のように既存の文書（ファイル）を直接利用する場合は設定不要です。 

 

ワークの「データソース」タブ、「エンベロープ」タブ、「文書とデータのマッピング」タブの設定手順を説明します。 

 D3Worker へログインします。 

 ワークを定義します。［ワーク］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 ［基本］タブへ切り替わります。次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 ワーク名称（ユニークな任意の名称）を入力します。 

ここで入力した値がD3Worker実行時のワーク名となるため、帳票名や動作がわかる名称

などを推奨します。 

メモ - 簡単なメモを入力します。 

動作上影響を受けないため、紐づくエンベロープやサービスなどを記載しておくと一覧上で区

別しやすくなります。 

件名 - 対象のワークを処理した際、実行履歴画面上のワークと紐づけるために利用します。 
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 データソースを設定します。［データソース］タブをクリックし、データソースのフィールドを指定します。 

 
 

Point  ［データソース］タブをクリックし、表示される設定画面では、空白のフィールド欄が 1 つ表示されます。 

フィールド欄を追加する方法は次の 3通りです。 

 

⚫ 空白のフィールド欄を 1 つずつ追加する場合 

「+」ボタンを必要な数分、クリックします。 

 
 

⚫ 空白のフィールド欄を一括で複数追加する場合 

「追加するフィールド数」に必要な数値を入力し、［追加］ボタンをクリックします。 
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⚫ CSVのヘッダをフィールド欄に一括で入力する場合 

［参照…］ボタンをクリックしてヘッダ情報が記載された CSV ファイルを選択し、［実行］ボタンを 

クリックします。 

 

 データソースのフィールドを指定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

CSVの形式 

文字コード 〇 D3Worker にリクエストする CSVデータの文字コードを次のいずれかから選択します。 

「シフト JIS」 「UTF-8」 

先頭行 - D3WorkerにリクエストするCSVデータにヘッダ行がある場合、「データとして使用しない」に

チェックを付けます。 

フィールド 

フィールド名 〇 D3Worker にリクエストする CSVデータのフィールド名を入力します。 

［▼］／［▲］ 

ボタン 

- フィールドの順番を変更する場合、クリックします。 

［×］ボタン - フィールドを削除する場合、クリックします。 

CSV を取得 - クリックすると、表示されているフィールド名をカンマで区切った CSV データがダウンロードされ

ます。 
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 エンベロープを設定します。［エンベロープ］タブをクリックします。 

画面左にある「エンベロープの選択」に、利用できるエンベロープが表示されます。 

 

 「メール送信エンベロープ」の［選択］をクリックします。 
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 「エンベロープフィールド」と、画面右にある「選択済みのエンベロープ」で次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

エンベロープフィールド 〇 「データソースの行番号」か、手順 5 データソースの設定で入力したフィールド名を選択しま

す。 

※ここで、キーとなるフィールドを選択すると、選択したフィールドの値が変わったタイミングで 

後続のエンベロープへ引き渡すデータが分割されます。 

 

例：顧客 No をキーとして指定すると、顧客 No単位でドキュメントが生成されます。 

ソートする - 指定したエンベロープフィールドでデータを仕分ける場合、チェックを付けます。 

選択済みのエンベロープ 

選択済みエンベロー

プ 

- 「エンベロープの選択」で選択したエンベロープが表示されます。 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 エンベロープを有効にするかどうかを判別する項目を選択します。 

 

「エンベロープフィールド」「データソースの行番号」または手順 5 データソースの設定で入力

したフィールド名を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 「アクティブ化するフィールド」で設定された項目が、「アクティブ化するフィールド値」で入力 

した値と同じ場合に、対象のエンベロープが実行されます。 

ELSE として使用す

る 

- 「ELSE として使用する」にチェックが付いている場合、「アクティブ化するフィールド」によって

実行されるエンベロープが 1 つもない時に処理が実行されます。 
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 ［文書とデータのマッピング］タブをクリックし、連携する帳票テンプレートとデータソースをマッピングします。 

次の項目を設定し、［データセットの追加］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

文書名 〇 出力する PDFのファイル名を入力します。 

テンプレート 

テンプレート名 〇 作成したテンプレート名を入力します。 

※Live でテンプレートを作成した場合は、テンプレート名の先頭に「live_」を付けてくださ 

い。 

フォントの埋め込みを

指示する 

- PDF ファイルにフォントを埋め込む場合、チェックを付けます。 

切り替えフィールド - 同じテンプレートでマルチテンプレートする際のキーとなるフィールドを指定します。 

 

設定例については「5.3 切り替えフィールドによるマルチテンプレートで送信する」を参照して

ください。 

 データソースのフィールドを入力する画面が表示されます。 

次の項目を設定し、［保存］ボタンをクリックします。ワークの設定は完了です。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

マッピング 

データセットのフィール

ド値 

〇 マッピングするフィールドを入力します。 

［▼］／［▲］ 

ボタン 

- フィールドの順番を変更する場合、クリックします。 

［×］ボタン - フィールドを削除する場合、クリックします。 

行の制御 〇 ・「単一行の CSV」：帳票テンプレートのヘッダにあたるフィールドを設定する場合、 

                 選択します。 

・「複数行の CSV」：帳票テンプレートの明細にあたるフィールドを設定する場合、 

                 選択します。 

 

帳票テンプレート側で「先頭行を無視する」設定をしている場合、「先頭に空白行を挿入す

る」にチェックを付けます。 

 

「全てのフィールド値が空の行を除外する」にチェックが入っている場合、データセットに指定し

たすべての項目が空である行は、データセットには使われません。 

一括設定 - データセットのフィールド値を一括で設定する場合に指定します。 

 

・「追加するフィールド数」：空白のフィールド欄を一括で複数追加する場合、 

                     必要な数値を入力し、［追加］ボタンをクリックします。 

・「データソースの全てのフィールド」：［データソース］タブで設定したすべてのフィールドを 

一括で設定する場合［設定］ボタンをクリックします。 

 

Point  データセットは、複数設定できます。複数設定した画面は次のとおりです。 
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 4. 実行 
D3Worker の実行手順と、実行結果の確認方法について説明します。 

 

 

 

D3Workerの実行は、URLから行います。表示された実行画面からワークの名称と、使用するファイルを指定してリクエスト

します。 

実行結果は、実行履歴を参照して確認します。 

 

4.1 CSV ファイルで D3Worker を実行する 

CSV ファイルを使ってワークを実行する手順を説明します。 

 D3Worker 実行画面の URLへアクセスします。 

URL： 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/al/facade/upload.html 

※{お客様用テナント}：お客様ごとに英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 D3Worker の実行画面が表示されます。次の項目を入力し、［実行］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

認証 

UID 〇 契約時に当社が発行し、メールにて送付した OPROARTS認証情報を入力します。 

 

UPW 〇 
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項目名 
入力
必須 

説明 

帳票データ 

ワーク 〇 実行するワーク名を入力します。 

CSV ファイル 〇 ワーク実行に利用する CSV ファイルを選択します。 

［ファイルを選択］ボタンをクリックし、ファイルを指定します。 

 

※「CSV ファイル」は、D3Worker へアップロードする、インプットデータとなります。 

 

4.2 CSV ファイルとファイルで D3Worker を実行する 

CSV ファイルとファイルを使ってワークを実行する手順を説明します。 

 

Point 利用するサービスによって、データソースとなる CSV とは別に、アップロードされたファイルを受

け取るものがあります。（アップロード文書 等） 

 

CSV とは別に、サービスが求めるパラメータでファイルをアップロードする際に本方法を利用し

ます。 

 

 D3Worker 実行画面の URLへアクセスします。 

URL： 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/al/facade/upload1.html 

※{お客様用テナント}：お客様ごとに英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 D3Worker の実行画面が表示されます。次の項目を入力し、［実行］ボタンをクリックします。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

認証 

UID 〇 契約時に当社が発行し、メールにて送付した OPROARTS認証情報を入力します。 

 

UPW 〇 

帳票データ 

ワーク 〇 実行するワーク名を入力します。 

CSV ファイル 〇 ワーク実行に利用する CSV ファイルを選択します。 

［ファイルを選択］ボタンをクリックし、ファイルを指定します。 

※「CSV ファイル」は、D3Worker へアップロードするインプットデータとなります。 

追加ファイル 〇 ワーク実行に利用する追加ファイルを設定します。 

 

・リクエストパラメータ：文書ファイルまたはテキストを D3Worker へ送信する際の 

                  HTTP リクエストパラメータ名を入力します。 

・ファイル         ：D3Worer に連携するファイルを選択します。 

                 ［ファイルを選択］ボタンをクリックし、ファイルを選択します。 
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4.3 実行履歴の検索 

D3Worker の実行履歴を参照する手順を説明します。 

 D3Worker 履歴画面の URLへアクセスします。 

URL： 

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/a/{お客様用テナント}/history/ 

※{お客様用テナント}：お客様ごとに英数字・記号（アンダーバー）が設定されています。 

実際の設定にあわせてください。 

 D3Worker の履歴検索画面が表示されます。［検索］ボタンをクリックします。 

 

 検索条件で抽出された、D3Worker の実行結果が表示されます。 

 
 

Point  「3.4 エンベロープの設定」で「件名」と「属性 1」～「属性 5」を入力した場合は、その件名と属性の情報

が履歴画面に表示され、実行状況とあわせて確認できます。 

 



｜ 4.実行 ｜ 4.3.実行履歴の検索 ｜ 

41 

Point  並べ替えに「日時」を選んだ場合、同時刻に実行されたワークについてはエンベロープの実行順に表示され

ます。 

 
 

Point  D3Worker の実行結果は、D3Worker実行後のポップアップからも確認できます。 

 

 

 



 

42 

 5. 組み合わせパターン 
CSV と帳票テンプレート、D3Worker の設定を組み合わせた連携例について説明します。 

 

 

CSV と帳票テンプレート、D3Worker の設定を組み合わせて、複数の送信先や配送サービスに振り分けてメール送信する

ことや、メールに添付する文書を切り替えて送信することができます。 

 

5.1 1 つのテンプレートとワークで、送信先を切り替える 

1 つのテンプレートとワークを設定し、3 つのパターンの CSV を D3Worker に連携することで、次のように送信する例を説明

します。 

 

例 1：メールを 1通送信する。 

例 2：エンベロープフィールドを利用してメールを 2通送信する。（例 1 と同じエンベロープを 2回実行する） 

例 3：アクティブ化するフィールドを利用して、メールと Cloud Print で文書を送信する。（2つのエンベロープを同時に実行

する） 
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◼ テンプレートの設定 

次のような帳票テンプレートを準備します。ここでは、「Estimate」という名前でテンプレートを作成します。 

帳票テンプレートは当社のデザイナーで作成します。詳しくは、こちらのマニュアルを参照してください。 

 

 

■見積書（Estimate）：イメージ 

■見積書（Estimate）：レイアウト 

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360005418474
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帳票テンプレートの「CSVマッピング」で定義したフィールドは次のとおりです。 

 

 

■CSV定義：ページ 向け CSV 

■CSV定義：DTｍ 向け CSV 
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◼ サービスの設定 

次の手順で、OPRPARTSサービスと Cloud Print サービス、メール送信サービスを設定します。 

 OPRPARTSサービスを設定します。［サービス］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 画面左の「サービスタイプの選択」で、「OPROARTS」を選択し、「サービスの設定」で次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

名称 〇 「OPROARTS」と入力します。 

メモ - 「OPROARTS を使用してデータを文書化します。」と入力します。 

基本情報 

URL 〇 次の URL を入力します。 

https://www.oproarts.com/Facade 

「接続のタイムアウト」は初期値のままとします。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

リクエスト内容 

UID 〇 契約時に当社が発行し、メールにて送付した OPROARTS認証情報を入力します。 

 

UPW 〇 

ファイル形式 〇 「PDF」を選択します。 

 設定内容に問題がないことを確認し、［保存］ボタンをクリックします。 

OPROARTSサービスの設定は完了です。 

 Cloud Print サービスを設定します。［サービス］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 画面左の「サービスタイプの選択」で、「Cloud Print」を選択し、「サービスの設定」で次の項目を設定します。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

名称 〇 「Cloud Print」と入力します。 

メモ - 「Cloud Print を使用して文書を印刷します。」と入力します。 

接続 

URL 〇 次の URL を入力します。 

https://ext.oproarts.com/ 

「接続のタイムアウト」は初期値のままとします。 

認証 

UID 〇 契約時に当社が発行し、メールにて送付した OPROARTS認証情報を入力します。 

 

UPW 〇 

印刷 

拠点 〇 Cloud Print Proxy インストール時に指定した拠点名を入力します。 

※Cloud Print Proxy のインストール手順については、こちらのマニュアルを参照してくださ

い。 

プリンター 〇 使用するプリンター名を入力します。 

※プリンター名は Cloud Print 管理コンソール：ログイン後の画面で確認できます。 

ストレージ 〇 「使用しない」を選択します。 

 設定内容に問題がないことを確認し、［保存］ボタンをクリックします。Cloud Print サービスの設定は完了です。 

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360005798534-Cloud-Print-Proxy%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%81%A8%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB


｜ 5.組み合わせパターン ｜ 5.1.1 つのテンプレートとワークで、送信先を切り替える ｜ 

48 

 メール送信サービスを設定します。［サービス］タブをクリックし、［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

 画面左の「サービスタイプの選択」で、「メール送信」を選択し、「サービスの設定」で次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

名称 〇 「メール送信」と入力します。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

メモ - 「文書が添付されたメールを送信します。」と入力します。 

SMTP サーバー 

サーバー 〇 ご自身の設定環境の SMTPサーバーを入力します。 

ポート 〇 ご自身の設定環境のポート番号を入力し、暗号化方式を選択します。 

認証 〇 「認証」にチェックを付けます。 

ユーザ名 ：ユーザアカウント名称を入力します。 

パスワード：ユーザアカウントに紐づくパスワードを入力します。 

メールの内容 

エンコード - 「UTF-8」を選択します。 

To 〇 ご自身のメールアドレスを入力します。 

Cc - 入力不要です。 

Bcc - 入力不要です。 

From 〇 ご自身のメールアドレスを入力します。 

 

「From を EnvelopeFrom に用いる」にチェックを付けます。 

Reply-To - 入力不要です。 

件名 〇 メールの件名を入力します。 

本文 〇 メールの本文を入力します。 

添付ファイル 

文書の添付 〇 「しない」を選択します。 

文書データの添付 〇 「しない」を選択します。 

添付ファイルの ZIP 〇 「しない」を選択します。 

ZIPパスワード - 入力不要です。 

ZIPパスワードの通知 

通知メール 〇 「送信しない」を選択します。 

件名 - 入力不要です。 

本文 - 入力不要です。 

 設定内容に問題がないことを確認し、［保存］ボタンをクリックします。メール送信サービスの設定は完了です。 
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◼ エンベロープの設定 

次のとおり、メール送信エンベロープと Cloud Print エンベロープを設定します。 

 エンベロープの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「メール送信エンベロープ」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 

件名 - 入力不要です。 

 ［文書化サービス］タブをクリックし、「文書化サービスの選択」で「OPROARTS」を選択します。 

 
 

Point  すべての項目に「サービスの設定を用いる」が初期値で設定されています。ここでは変更不要です。 
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 ［配送サービス］タブをクリックします。 

「配送サービスの選択」で「メール送信」を選択し、［保存］ボタンをクリックします。 

メール送信エンベロープの設定は完了です。 

 
 

Point  すべての項目に初期値「サービスの設定を用いる」が設定されています。ここでは変更不要です。 

 エンベロープの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「Cloud Print エンベロープ」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 
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項目名 
入力 

必須 
説明 

件名 - 入力不要です。 

 ［文書化サービス］タブをクリックし、「文書化サービスの選択」で「OPROARTS」を選択します。 

 
 

Point  すべての項目に「サービスの設定を用いる」が初期値で設定されています。ここでは変更不要です。 

 ［配送サービス］タブをクリックします。 

「配送サービスの選択」で「Cloud Print」を選択し、［保存］ボタンをクリックします。 

Cloud Print エンベロープの設定は完了です。 

 
 

Point  すべての項目に「サービスの設定を用いる」が初期値で設定されています。ここでは変更不要です。 
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◼ ワークの設定 

次の手順でワークを設定します。 

 ワークの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「1送信用ワーク」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 

件名 - 入力不要です。 

 ワークの［データソース］タブの項目を設定します。 

「フィールド名」に、D3Worker を制御するためのキー項目と帳票（見積書）に利用する項目を設定します。 

 
 

■ワーク：「1送信用ワーク」の［データソース］タブ 
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項目名 
入力
必須 

説明 

CSVの形式 

文字コード 〇 「シフト JIS」を選択します。 

先頭行 - 「データとして使用しない」にチェックを付けます。 

フィールド 

フィールド名 〇 D3Worker にリクエストする、次の CSV のフィールドを入力します。 

フィールド 1：「分割キー」 

フィールド 2：「送信種別」 

フィールド 3：「作成日」 

フィールド 4：「見積番号」 

フィールド 5：「顧客名」 

フィールド 6：「備考」 

フィールド 7：「商品コード」 

フィールド 8：「商品名」 

フィールド 9：「単価」 

フィールド 10：「数量」 

 ワークの［エンベロープ］タブの項目を設定します。 

「エンベロープフィールド」を選択後、「エンベロープの選択」で「メール送信エンベロープ」と「Cloud Print エンベロー

プ」を選択します。続いて、「選択済みのエンベロープ」で「アクティブ化するフィールド」と「アクティブ化するフィールド

値」を設定します。 
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項目名 
入力
必須 

説明 

エンベロープフィールド 〇 「分割キー」を選択します。 

ソートする - チェックを付けません。 

選択済みのエンベロープ：「メール送信エンベロープ」 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 「送信種別」を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 「mail」と入力します。 

ELSE として使用す

る 

- チェックを付けません。 

選択済みのエンベロープ：「Cloud Print エンベロープ」 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 「送信種別」を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 「cloudprint」と入力します。 

ELSE として使用す

る 

- チェックを付けません。 

 

Point  ここでは、ワークの［エンベロープ］タブで「メール送信エンベロープ」と「Cloud Print エンベロープ」の 2 つを 

設定します。 

 上記のような設定をすることで、メール送信と Cloud Print という 2 つの配送サービスを、振り分けて実行 

できます。 
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 ワークの［文書とデータのマッピング］タブの項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

文書名 〇 「見積書」と入力します。 

テンプレート 

テンプレート名 〇 「live_Estimate」と入力します。 

※「5.1 1 つのテンプレートとワークで、送信先を切り替える」で作成したテンプレート 

「Estimate」を利用します。 

フォントの埋め込みを

指示する 

- チェックを付けません。 

切り替えフィールド - 入力不要です。 

データセット 1 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「ページ向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[作成日]」 

フィールド 2：「[見積番号]」 

フィールド 3：「[顧客名]」 

フィールド 4：「[備考]」 
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項目名 
入力
必須 

説明 

データセット 2 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「DTm 向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[商品コード]」 

フィールド 2：「[商品名]」 

フィールド 3：「[単価]」 

フィールド 4：「[数量]」 

 

Point  「データセットのフィールド値」の編集方法について説明します。 

1. フィールド値を編集する行（ここでは例として 1行目）にある［編集］ボタンをクリックします。 

2. フィールド値編集用の画面が表示されます。 

  「利用可能な変数」の「データソース」でフィールド値に設定する項目名をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 選択した項目名に「[ ]」を付けた値が「フィールド 1」に入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. ［OK］ボタンをクリックすると、「フィールド 1」の値が「データセットのフィールド値」として設定されます。 
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 メールを 1 通送信する 

メールを 1通送信する場合の設定を説明します。 

 次のような CSV を準備します。 

 
 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 2項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV を分割するキーフィールドです。 

このフィールドをワークの「エンベロープフィールド」で選択します。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドをワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

 

■CSV：「メール 1通送信.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 
 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 1種類なので、エンベロープが 1度実行されます。 

 

 アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、メール送信エンベロープの「アクティブ化するフィー

ルド値」と一致するため、メール送信エンベロープが実行されます。 

 

 アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、Cloud Print エンベロープの「アクティブ化するフィ

ールド値」と一致しないため、Cloud Print エンベロープは実行されません。 

 ワーク名「1 送信用ワーク」と、ワーク実行時に利用する CSV ファイル「メール 1 通送信.csv」を指定してリクエス

トすると、見積書が添付されたメールを 1通送信します。 

 

■CSV：「メール 1通送信.csv」 

 

■ワーク：「1送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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 メールを 2 通送信する 

ワークのエンベロープフィールドを利用して、メールを 2通送信する場合の設定を説明します。 

 次のような CSV を準備します。 

 

 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 2項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV を分割するキーフィールドです。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

データの値が変わったら、次の送信先に配送します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドをワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

■CSV：「メール 2通送信.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 
 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 2種類なので、エンベロープが 2度実行されます。 

 

 アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、メール送信エンベロープの「アクティブ化するフィー

ルド値」と一致するため、メール送信エンベロープが実行されます。 

 

 アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、Cloud Print エンベロープの「アクティブ化するフィ

ールド値」と一致しないため、Cloud Print エンベロープは実行されません。 

 ワーク名「1 送信用ワーク」と、ワーク実行時に利用する CSV ファイル「メール 2 通送信.csv」を指定してリクエス

トすると、見積書が添付されたメールを 2通送信します。 

■CSV：「メール 2通送信.csv」 

 

■ワーク：「1送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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 メールと Cloud Print を送信する 

ワークのアクティブ化するフィールドを利用して、メールと Cloud Print に振り分けて送信します。 

 

 次のような CSV を準備します。 

 
 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 2項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV ファイルを分割するキーフィールドです。 

このフィールドをワークの「エンベロープフィールド」で選択します。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドをワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

■CSV：「メール_CloudPrint 送信.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 
 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 2種類なので、エンベロープが 2度実行されます。 
 

 「分割キー」の値が「1」の行の、アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、メール送信エン

ベロープの「アクティブ化するフィールド値」と一致するため、メール送信エンベロープが 1度実行されます。 
 

 「分割キー」の値が「2」の行の、アクティブ化するフィールドに設定した「送信種別」の値が、Cloud Print エ

ンベロープの「アクティブ化するフィールド値」と一致するため、Cloud Print エンベロープが 1 度実行されま

す。 

 ワーク名「1 送信用ワーク」と、ワーク実行時に利用する CSV ファイル「メール_CloudPrint 送信.csv」を指定し

てリクエストすると、見積書が添付されたメールを送信し、Cloud Printサービスに設定されたプリンターから印刷し

ます。 

■CSV：「メール_CloudPrint 送信.csv」 

 

■ワーク：「1送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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5.2 マルチテンプレートで送信する 

ワークのテンプレート情報を設定することで、文書のテンプレートを切り替えて配信します。 

次の例を説明します。 

 

例： 

テンプレート名を動的に指定し、見積書鏡（Estimate_kagami）を出力後、見積書（Estimate）を出力する。 

 

 
 

◼ テンプレートの設定 

次のような帳票テンプレート：見積書鏡（Estimate_kagami）と見積書（Estimate）を準備します。 

帳票テンプレートは当社のデザイナーで作成します。詳しくは、こちらのマニュアルを参照してください。 

 

■見積書鏡（Estimate_kagami）：イメージ 

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360005418474
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◼ ワークの設定 

次の手順でワークを設定します。 

 ワークの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「2鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 

件名 - 入力不要です。 

■見積書（Estimate）：イメージ 
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 ワークの［データソース］タブの項目を設定します。 

「フィールド名」に、D3Worker を制御するためのキー項目と帳票（見積書鏡、見積書）に利用する項目を 

設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

CSVの形式 

文字コード 〇 「シフト JIS」を選択します。 

先頭行 - 「データとして使用しない」にチェックを付けます。 

フィールド 

フィールド名 〇 D3Worker にリクエストする、次の CSV のフィールドを入力します。 

フィールド 1：「分割キー」 

フィールド 2：「送信種別」 

フィールド 3：「切り替えキー」 

フィールド 4：「作成日」 

フィールド 5：「見積番号」 

フィールド 6：「顧客名」 

フィールド 7：「備考」 

フィールド 8：「商品コード」 

フィールド 9：「商品名」 

フィールド 10：「単価」 

フィールド 11：「数量」 

■CSV：「マルチテンプレート.csv」 

■ワーク：「2鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」の［データソース］タブ 
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 ワークの［エンベロープ］タブの項目を設定します。 

「エンベロープフィールド」を選択後、「エンベロープの選択」で「メール送信エンベロープ」を選択します。 

続いて、「選択済みのエンベロープ」で「メール送信エンベロープ」の「アクティブ化するフィールド」を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

エンベロープフィールド 〇 「分割キー」を選択します。 

ソートする - チェックを付けません。 

選択済みのエンベロープ：「メール送信エンベロープ」 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 「送信種別」を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 入力不要です。 

ELSE として使用す

る 

- チェックを付けます。 

■CSV：「マルチテンプレート.csv」 

 

■ワーク：「2鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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 ワークの［文書とデータのマッピング］タブの項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

文書名 〇 「見積書」と入力します。 

テンプレート 

テンプレート名 〇 「live_[切り替えキー]」と入力します。 

※「Live」で作成した帳票テンプレート名を動的に指定します。 

フォントの埋め込みを

指示する 

- チェックを付けません。 

■CSV：「マルチテンプレート.csv」 

 

■ワーク：「2鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」の［文書とデータのマッピング］タブ 



｜ 5.組み合わせパターン ｜ 5.2.マルチテンプレートで送信する ｜ 

69 

項目名 
入力
必須 

説明 

切り替えフィールド - 入力不要です。 

データセット 1 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate_kagami、Estimate）で設定した「ページ向け CSV」のフィ

ールドと同じ順番になるようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[作成日]」 

フィールド 2：「[見積番号]」 

フィールド 3：「[顧客名]」 

フィールド 4：「[備考]」 

データセット 2 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「DTm 向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[商品コード]」 

フィールド 2：「[商品名]」 

フィールド 3：「[単価]」 

フィールド 4：「[数量]」 

 

◼ CSVの準備と確認 

 次のような CSV を準備します。 

 
 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 3項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV を分割するキーフィールドです。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

データの値が変わったら、次の送信先に配送します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドをワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

切り替えキー 利用するテンプレートを選択するキーフィールドです。 

■CSV：「マルチテンプレート.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 

 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 1種類なので、エンベロープが 1度実行されます。 

 

 「メール送信エンベロープ」に「ELSE として使用する」を設定しており、他に実行するエンベロープがないた

め、「メール送信エンベロープ」が実行されます。 

 

 テンプレート名に指定した「切り替えフィールド」の値によって、利用するテンプレートを切り替えます。 

 

 1 行目は「Estimate_kagami」テンプレート、2 行目以降は「Estimate」テンプレートを利用して、1 つの

PDF ファイルを作成します 

 

 ワーク名「2 鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」と、ワーク実行時に利用する CSV ファイル「マルチテンプレー

ト.csv」を指定してリクエストすると、見積書鏡と見積書が添付されたメールを送信します。 

 

■CSV：「マルチテンプレート.csv」 

 

■ワーク：「2鏡ページ付き帳票メール送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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5.3 切り替えフィールドによるマルチテンプレートで送信する 

CSV とワークのテンプレート情報を設定することで、文書のテンプレートを切り替えて配信します。 

次の例を説明します。 

 

例： 

「切り替えフィールド」をワークに設定して、見積書（Estimate）を出力する。 

 

 

◼ ワークの設定 

次の手順でワークを設定します。 

 ワークの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「3 マルチテンプレート用ワーク」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 

件名 - 入力不要です。 
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 ワークの［データソース］タブの項目を設定します。 

「フィールド名」に、D3Worker を制御するためのキー項目と帳票（見積書）に利用する項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

CSVの形式 

文字コード 〇 「シフト JIS」を選択します。 

先頭行 - 「データとして使用しない」にチェックを付けます。 

フィールド 

フィールド名 〇 D3Worker にリクエストする、次の CSV のフィールドを入力します。 

フィールド 1：「分割キー」 

フィールド 2：「送信種別」 

フィールド 3：「切り替えキー」 

フィールド 4：「作成日」 

フィールド 5：「見積番号」 

フィールド 6：「顧客名」 

フィールド 7：「備考」 

フィールド 8：「商品コード」 

フィールド 9：「商品名」 

フィールド 10：「単価」 

フィールド 11：「数量」 

■CSV：「切り替えフィールド.csv」 

■ワーク：「3 マルチテンプレート用ワーク」の［データソース］タブ 
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 ワークの［エンベロープ］タブの項目を設定します。 

「エンベロープフィールド」を選択後、「エンベロープの選択」で「メール送信エンベロープ」を選択します。 

続いて、「選択済みのエンベロープ」で「メール送信エンベロープ」の「アクティブ化するフィールド」を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

エンベロープフィールド 〇 「分割キー」を選択します。 

ソートする - チェックを付けません。 

選択済みのエンベロープ：「メール送信エンベロープ」 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 「送信種別」を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 入力不要です。 

ELSE として使用す

る 

- チェックを付けます。 

 

■CSV：「切り替えフィールド.csv」 

 

■ワーク：「3 マルチテンプレート用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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 ワークの［文書とデータのマッピング］タブの項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

文書名 〇 「見積書」と入力します。 

テンプレート 

テンプレート名 〇 「live_Estimate」と入力します。 

※「5.1 1 つのテンプレートとワークで、送信先を切り替える」で作成したテンプレート 

「Estimate」を利用します。 

■CSV：「切り替えフィールド.csv」 

 

■ワーク：「3 マルチテンプレート用ワーク」の［文書とデータのマッピング］タブ 
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項目名 
入力
必須 

説明 

フォントの埋め込みを

指示する 

- チェックを付けません。 

切り替えフィールド - 「切り替えキー」を選択します。 

データセット 1 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「ページ向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[作成日]」 

フィールド 2：「[見積番号]」 

フィールド 3：「[顧客名]」 

フィールド 4：「[備考]」 

データセット 2 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「DTm 向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[商品コード]」 

フィールド 2：「[商品名]」 

フィールド 3：「[単価]」 

フィールド 4：「[数量]」 

 

Point  ［文書とデータのマッピング］タブの「切り替えフィールド」に「切り替えキー」を指定すると、「切り替えキー」

の値が変わったところで改ページします。 

 
◼ CSVの準備と確認 

 次のような CSV を準備します。 

 
 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 3項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV を分割するキーフィールドです。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

データの値が変わったら、次の送信先に配送します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドをワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

切り替えキー 文書を改ページするキーフィールドです。 

■CSV：「切り替えフィールド.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 

 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 1種類なので、エンベロープが 1度実行されます。 

 

 「メール送信エンベロープ」に「ELSE として使用する」を設定しており、他に実行するエンベロープがないた

め、「メール送信エンベロープ」が実行されます。 

 

 「切り替えフィールド」に指定した切り替えキーの値が変わったタイミングで、改ページを行います。 

 

 作成したワーク「3 マルチテンプレート用ワーク」を作成した CSV を指定してリクエストすると、切り替えキーで改ペ

ージした見積書が添付されたメールを送信します。 

 

■CSV：「切り替えフィールド.csv」 

 

■ワーク：「3 マルチテンプレート用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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5.4 複数回文書化して送信する 

文書名を複数指定することで、複数回文書化して送信します。 

次の例を説明します。 

 

例： 

ワークの文書名を動的に指定し、見積書（Estimate）を複数回出力する。 

 

 
 

◼ ワークの設定 

次の手順でワークを設定します。 

 ワークの［基本］タブで、次の項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

名称 〇 「4複数文書送信用ワーク」と入力します。 

メモ - 入力不要です。 

件名 - 入力不要です。 
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 ワークの［データソース］タブの項目を設定します。 

「フィールド名」に、D3Worker を制御するためのキー項目と帳票（見積書）に利用する項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

CSVの形式 

文字コード 〇 「シフト JIS」を選択します。 

先頭行 - 「データとして使用しない」にチェックを付けます。 

フィールド 

フィールド名 〇 D3Worker にリクエストする、次の CSV のフィールドを入力します。 

フィールド 1：「分割キー」 

フィールド 2：「送信種別」 

フィールド 3：「切り替えキー」 

フィールド 4：「作成日」 

フィールド 5：「見積番号」 

フィールド 6：「顧客名」 

フィールド 7：「備考」 

フィールド 8：「商品コード」 

フィールド 9：「商品名」 

フィールド 10：「単価」 

フィールド 11：「数量」 

■CSV ファイル：「複数回文書化.csv」 

■ワーク：「4複数文書送信用ワーク」の［データソース］タブ 
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 ワークの［エンベロープ］タブの項目を設定します。 

「エンベロープフィールド」を選択後、「エンベロープの選択」で「メール送信エンベロープ」を選択します。 

続いて、「選択済みのエンベロープ」で「メール送信エンベロープ」の「アクティブ化するフィールド」を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

エンベロープフィールド 〇 「分割キー」を選択します。 

ソートする - チェックを付けません。 

選択済みのエンベロープ：「メール送信エンベロープ」 

アクティブ化するフィー

ルド 

〇 「送信種別」を選択します。 

アクティブ化するフィー

ルド値 

- 入力不要です。 

ELSE として使用す

る 

- チェックを付けます。 

 

■CSV：「複数回文書化.csv」 

 

■ワーク：「4複数文書送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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 ワークの［文書とデータのマッピング］タブの項目を設定します。 

 
 

項目名 
入力
必須 

説明 

文書名 〇 「[切り替えキー]」と入力します。 

※出力する PDFのファイル名を動的に指定します。 

テンプレート 

テンプレート名 〇 「live_Estimate」と入力します。 

※「5.1 1 つのテンプレートとワークで、送信先を切り替える」で作成したテンプレート 

「Estimate」を利用します。 

フォントの埋め込みを

指示する 

- チェックを付けません。 

■CSV：「複数回文書化.csv」 

 

■ワーク：「4複数文書送信用ワーク」の［文書とデータのマッピング］タブ 
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項目名 
入力
必須 

説明 

切り替えフィールド - 入力不要です。 

データセット 1 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「ページ向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[作成日]」 

フィールド 2：「[見積番号]」 

フィールド 3：「[顧客名]」 

フィールド 4：「[備考]」 

データセット 2 

データセットのフィール

ド値 

〇 帳票テンプレート（Estimate）で設定した「DTm 向け CSV」のフィールドと同じ順番にな

るようにします。 

［編集］ボタンをクリックして「データソース」から次の順番で選択します。 

フィールド 1：「[商品コード]」 

フィールド 2：「[商品名]」 

フィールド 3：「[単価]」 

フィールド 4：「[数量]」 

 

◼ CSVの準備と確認 

 次のような CSV を準備します。 

 
 

Point  準備する CSV の項目の順番（左から右）は、ワークの［データソース］タブで設定したフィールドの順番

と一致していなければいけません。 

 

次の 3項目（フィールド）が D3Worker を制御するためのキー項目となります。 
 

項目名（フィールド名） 説明 

分割キー エンベロープに連携する単位に、CSV を分割するキーフィールドです。 

このフィールドをワークの「エンベロープフィールド」で選択します。 

D3Workerは、このフィールドのデータを順番に読み込み、エンベロープをアクティブ化します。 

送信種別 有効化するエンベロープを指定するキーフィールドです。 

このフィールドを、ワークのエンベロープ内の「アクティブ化するフィールド」で選択します。 

この項目の値が「アクティブ化するフィールド値」と一致した場合、対象のエンベロープが動作 

します。 

切り替えキー 文書をファイル単位に分割するキーフィールドです。 

■CSV：「複数回文書化.csv」 
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 CSV と［エンベロープ］タブの設定を確認します。 

 
 

Point  エンベロープフィールドに設定した「分割キー」の値が 1種類なので、エンベロープが 1度実行されます。 

 

 「メール送信エンベロープ」に「ELSE として使用する」を設定しており、他に実行するエンベロープがないた

め、「メール送信エンベロープ」が実行されます。 

 

 文書名に指定した「切り替えフィールド」の値によって出力ファイルを分割し、２つの PDF ファイルが生成さ

れます。 

 

 1～3行目は「1.pdf」、4～6行目は「2.pdf」というファイル名で PDFが生成されます。 

 

 ワーク実行時に利用するCSVファイルでリクエストすると、2つのファイルが添付されたメールが1通送信されます。 

 

 

■CSV：「複数回文書化.csv」 

 

■ワーク：「4複数文書送信用ワーク」の［エンベロープ］タブ 
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